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【結果】正常コントロール群と比較して、４日目、7日目、21日目の脳底動脈径
は有意に減少し,脳血管攣縮が観察された.しかし,穿通動脈はいずれの採取日、
内圧(0-75mmHg)でも明らかな血管攣縮は観察されなかった.KCL投与下の脳底動
脈の収縮率（％）:〔[(D0-Da)/D0] x 100, D0 :初期血管径、Da:任意の血管径〕
は正常コントロール群と比較して減少した.しかし、それとは逆に穿通動脈の最
大収縮率は７, 21日目の内圧50mmHgと75mmHgではコントロール群よりも有意に
増加していた.

【結論】クモ膜下出血の影響で小血管においては主幹動脈とは異なったリモデ
リングが起きている可能性が示唆された.
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【方法】イヌ脳血管攣縮モデルは大槽に2度,自家血を注入して作成した.作成後
４、７、21日目に脳底動脈と脳幹表面の穿通動脈を採取した.採取した血管は
37℃のKreb's溶液槽に入れ,血管両端をガラス管に端々吻合した.血管外と血管
内はKreb's液で満たし,ガラス管を介して内圧を与えた。生体により近い環境を
再現した血圧存在下で、血管反応性をビデオ顕微鏡下で検討した。

【目的】穿通動脈と脳底動脈におけるクモ膜下出血による脳血管リモデリング
をPressurized artery法により、比較・検討すること。
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脳血管攣縮モデル

Day0

Day7

脳血管撮影像とマクロ像 脳底動脈の経時的変化

Pressurized artery 法

血圧による脳底動脈径変化 血圧による穿通枝径変化 脳底動脈のKCL負荷曲線
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穿通枝のKCL負荷曲線

Extracellular Potassium↑
↓
Membrane depolarization
↓
Activated voltage-dependent calcium channels (VDCCs)
↓
Extracellular Ca2+ pour into cytoplasm
↓
Vasoconstriction

KCL投与による血管収縮

KClによる脳底動脈の収縮率 KClよる穿通枝の収縮率
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Table 2. Summary of papaers about contarctility in small vasospastic artey
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